
特
集―

―

❷﹇
ル
ポ
﹈ＭＯ
ＶＥ
ザ
関
西

少
子
化
時
代
、

大
学
の
新
た
な
挑
戦

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
る
な
か
で
、

学
び
の
場
が
変
わ
り
つつ
あ
る
。

エ
リ
ア
を
超
え
て
有
望
な
人
材
を
集
め
る
べ
く
、

統
合
・
連
携
、
新
学
部
創
設
と
、

各
大
学
は
自
ら
を
変
え
、

生
き
残
り
を
賭
け
た
挑
戦
が
続
く
。

関
西
の
大
学
の
新
し
い
取
り
組
み
を
追
っ
て
み
た
。

大阪市内に現存する「適塾」 2122



ノ
ロ
ジ
ー
の
「
知
術
」
を
人
々
に
デ
リ
バ
リ
ー
す
る
「
知
デ
リ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
軌
道
に
乗
せ
た
。

　

そ
う
し
た
大
阪
大
学
の
多
様
な
「
社
学
連
携
」
事
業
の
情
報
を

集
約
し
、
大
阪
を
「
国
際
学
芸
都
市
」
と
し
て
蘇
ら
せ
る
文
化
事

業
の
推
進
母
体
と
し
て
〇
八
年
四
月
に
開
設
し
た
の
が
「
大
阪
大

学
21
世
紀
懐
徳
堂
」
で
あ
る
。

　
「
大
阪
大
学
は
、
江
戸
時
代
に
で
き
た
民
間
の
学
校
、
懐
徳
堂

と
適
塾
を
精
神
的
な
源
流
と
し
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
の
志
士
を

輩
出
し
た
緒
方
洪
庵
の
適
塾
の
方
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
い
わ

ば
武
士
の
学
校
。
そ
れ
以
上
に
私
た
ち
が
重
視
し
た
い
の
は
、
町

人
に
よ
る
町
人
の
た
め
の
学
問
所
・
懐
徳
堂
で
す
」

　

鷲
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
懐
徳
堂
は
一
七
二
四
年
（
享
保
九
年
）

に
大
坂
の
五
商
人
が
創
っ
た
当
時
最
高
レ
ベ
ル
の
学
校
で
、
番
頭

か
ら
丁
稚
ま
で
誰
も
が
自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
学
問
的
系
譜
の
上
に
一
九
三
一
年
、
民
間
の
支
援
の
も
と
、

医
学
部
と
理
学
部
を
擁
す
る
日
本
で
六
番
目
の
帝
国
大
学
と
し
て

創
設
さ
れ
た
の
が
大
阪
大
学
だ
。
そ
の
二
年
後
、
大
阪
工
業
大
学

（
旧
制
）
を
統
合
し
て
工
学
部
を
設
置
、
戦
後
は
旧
制
大
阪
高
校

や
浪
速
高
校
を
加
え
て
新
制
大
学
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
と
よ
り
府
民
の
多
様
な
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
て
成
立
し
た
大
阪
大
学
は
、
昨
年
秋
、
や
は
り
民
間
の
寄

付
に
よ
り
大
正
期
に
創
立
さ
れ
た
大
阪
外
国
語
大
学
と
統
合
し
た
。

民
間
と
の
深
い
連
携
と
い
う
、
と
も
に
似
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
二
大

学
の
統
合
。
ア
ジ
ア
や
東
欧
な
ど
の
言
語
や
文
化
に
強
い
旧
大
阪

外
大
の
特
色
と
、
医
学
部
や
法
学
部
な
ど
大
阪
大
学
の
専
門
性
を

生
か
せ
ば
、
例
え
ば
在
留
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
通
訳
や

24
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「
21
世
紀
懐
徳
堂
」
始
動

　
「
今
、
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
『
社
学
連
携
』
で
す
。
大
阪
大

学
は
企
業
と
の
共
同
研
究
や
技
術
開
発
と
い
っ
た
『
産
学
連
携
』

に
は
ず
っ
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
社
会
は
企

業
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
大
阪
と
い
う
地
で
、

大
学
と
市
民
や
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
、
大
阪
の
市
民
文
化
を
復

興
さ
せ
た
い
」

　

万
博
記
念
公
園
に
隣
接
す
る
広
大
な
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
ほ

ど
に
建
つ
レ
ン
ガ
色
の
大
学
本
部
で
、
大
阪
大
学
総
長
の
鷲
田
清

一
さ
ん
は
そ
う
語
り
始
め
た
。

　

大
阪
大
学
の
「
社
学
連
携
」
事
業
は
近
年
、
加
速
度
を
増
し
つ

つ
あ
る
。
例
え
ば
、
大
学
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
も
言
わ
れ
る
国
立
大
学

の
法
人
化
が
行
わ
れ
た
二
〇
〇
四
年
四
月
、大
阪
大
学
発
祥
の
地
・

大
阪
市
中
之
島
に
「
第
三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
中
之
島
セ
ン
タ
ー
を

開
設
。
都
心
回
帰
を
果
た
し
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
「
教
育
・

研
究
、
情
報
発
信
、
交
流
」
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
始
め
た
。
翌

〇
五
年
四
月
に
は
万
博
記
念
公
園
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
大
学
の
研
究
者
と
市
民
が
互
い
に

自
由
に
語
り
合
う
「
哲
学
カ
フ
ェ
」
や
「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」、

さ
ら
に
は
心
斎
橋
の
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
を
拠
点
に
ア
ー
ト
＆
テ
ク

「社学連携」で大阪の文芸復興に挑む



司
法
通
訳
な
ど
「
足
元
の
国
際
化
」
を
担
う
人
材
を
養
成
で
き
る
。

こ
れ
が
「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
」、
大
阪
大
学
の
モ
ッ
ト

ー
の
具
現
化
で
あ
り
、
外
国
人
・
学
生
に
も
魅
力
的
な
街
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
。
素
地
が
整
っ
た
今
こ
そ
「
原
点
」
に
帰
っ
て
、
市

民
と
と
も
に
「
知
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
大
阪
に
か

つ
て
の
気
概
を
取
り
戻
し
て
新
た
な
市
民
文
化
を
創
り
あ
げ
よ
う
、

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

街
が
人
を
育
て
る

　

近
世
以
降
、
市
民
主
導
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
大
阪
だ

が
、「
戦
後
は
一
番
大
阪
ら
し
く
な
い
こ
と
を
し
て
き
た
」
と
鷲

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
大
阪
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、
政
治
で

も
経
済
で
も
、
教
育
、
学
問
、
芸
術
で
も
、
お
上
に
任
せ
た
ら
ア

カ
ン
、
何
で
も
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
精
神
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
戦
後
は
全
部
お
上
任
せ
で
、
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

　

街
自
体
ド
ー
ナ
ツ
化
し
て
住
民
が
減
少
、
街
な
か
に
あ
っ
た
大

学
の
ほ
と
ん
ど
は
郊
外
に
移
り
、
人
々
は
学
ぶ
た
め
で
な
く
、
遊

ぶ
た
め
、
消
費
す
る
た
め
だ
け
に
大
阪
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
と
鷲
田
さ
ん
は
言
う
。「
会
社
員
も
昼
間
は
そ
の
地
域

で
働
く
市
民
で
あ
り
、
企
業
は
企
業
市
民
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
。

大
学
も
研
究
や
教
育
だ
け
で
は
ダ
メ
。
だ
か
ら
、
21
世
紀
懐
徳
堂

を
ベ
ー
ス
に
、
大
学
と
企
業
が
市
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
一

緒
に
考
え
、
社
学
連
携
の
新
し
い
『
阪
大
ス
タ
イ
ル
』
を
創
り
た

い
ん
で
す
」

　

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
今
秋
、
中
之
島
の
地
下
を
横
断
す
る
京

阪
電
鉄
「
中
之
島
線
」
の
開
通
に
合
わ
せ
、
新
駅
周
辺
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
。
周
辺
の
金
融
マ
ン
な

ど
を
集
め
て
の
経
済
学
カ
フ
ェ
や
、
ア
ー
ト
、
哲
学
の
ゼ
ミ
な
ど

を
開
催
し
て
い
く
と
い
う
。

　
「
一
方
通
行
の
公
開
講
座
は
も
う
十
分
で
す
。
そ
れ
は
つ
い
市

民
を
受
け
身
に
し
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
大
阪
の
市
民
文
化
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
き
た
い
。
懐
徳
堂
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い
市
民
の
学
舎
が

で
き
れ
ば
、大
学
の
先
生
も
鍛
え
ら
れ
る
」
と
、鷲
田
さ
ん
は
笑
う
。

　

街
が
人
を
育
て
る
。
大
学
が
地
域
文
化
の
核
に
な
る
こ
と
で
大

阪
の
学
芸
と
市
民
文
化
を
復
興
さ
せ
る
。
そ
の
街
に
集
い
、
街
の

空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
、
学
生
が
勝
手
に
育
つ
―
―

そ
ん
な
環
境
を
創
る
こ
と
こ
そ
大
事
で
は
な
い
か
。
鷲
田
さ
ん
が

目
指
す
「
社
学
連
携
」
は
、
大
学
と
い
う
枠
を
超
え
、
大
阪
の
街

を
確
か
に
変
え
て
い
き
そ
う
だ
。

大阪大学中之島センター。1階ラウ
ンジでは懐徳堂と適塾の展示を行っ
ており（上）、懐徳堂の模型も（中）。
ここを都心の拠点として、市民ととも
に考える多彩な催しを実施（下）

京都国際マンガミュージアム、1階吹抜けホール

「
自
由
自
治
」
の
精
神
と
「
伝
統
社
会
」
の
す
ご
さ

　

京
都
市
街
の
中
心
、
烏
丸
御
池
交
差
点
北
西
角
に
、
元
龍た

つ
い
け池

小

学
校
の
瀟
洒
な
建
物
を
生
か
し
て
二
〇
〇
六
年
秋
に
開
設
さ
れ
た
、

国
内
初
の
マ
ン
ガ
博
物
館
＆
図
書
館
「
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
あ
る
。
毎
週
末
、
館
内
や
テ
ラ
ス
、
人
工
芝
の
元
校

庭
で
は
、
子
供
か
ら
若
者
、
会
社
員
、
主
婦
、
お
年
寄
り
、
さ
ら

に
世
界
各
地
の
人
々
が
大
好
き
な
マ
ン
ガ
を
幾
冊
も
読
み
ふ
け
り
、

同
館
名
物
の
「
紙
芝
居
」
に
熱
中
し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
日
本
で
最
初
に
マ
ン
ガ
学
科

を
、
さ
ら
に
は
マ
ン
ガ
学
部
を
開
設
し
た
京
都
精
華
大
学
が
京
都

市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
元
龍
池
小
学
校
を
設
立
し
た
地
元
住
民
の

理
解
と
協
力
の
も
と
に
運
営
す
る
施
設
で
あ
る
。

　

日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
は
今
や
ア
ジ
ア
・
欧
米
は
じ
め
世
界

中
の
人
々
を
夢
中
に
さ
せ
る
、
現
代
日
本
を
代
表
す
る
文
化
と
な

っ
た
。
し
か
し
か
つ
て
は
「
マ
ン
ガ
な
ん
て
」
と
眉
を
ひ
そ
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
。
で
は
、
な
ぜ
、
京
都
精
華
大
学
に
マ
ン

ガ
学
部
が
、
そ
し
て
京
都
に
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
誕
生
し
た

の
か
。

　
「
一
つ
に
は
、京
都
精
華
大
学
の
創
設
者
が
唱
え
た『
自
由
自
治
』
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の
精
神
が
、
マ
ン
ガ
を
『
異
端
』『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
と
忌
避

し
な
い
で
論
じ
る
風
土
を
育
ん
で
い
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
や
は

り
京
都
の
す
ご
さ
で
す
ね
。
京
都
は
千
年
を
超
え
る
伝
統
の
あ
る

社
会
で
、
そ
の
背
景
に
は
常
に
『
時
代
の
最
先
端
』
を
受
け
入
れ
、

生
み
出
す
包
容
力
が
潜
ん
で
い
ま
す
」

　

京
都
精
華
大
学
の
初
代
マ
ン
ガ
学
部
長
で
、
現
在
、
京
都
国
際

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め

る
牧
野
圭
一
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
鳥
獣
戯
画
や
歌
舞
伎
、
さ
ら

に
は
世
界
的
な
先
端
企
業
を
生
み
、
育
ん
で
き
た
京
都
の
特
色
に

つ
い
て
触
れ
た
。

「
マ
ン
ガ
学
」
に
新
た
な
未
来
を
拓
く

　

世
代
や
地
域
、
文
化
の
相
違
を
超
え
て
誰
も
が
マ
ン
ガ
に
惹
か

れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
牧
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
マ
ン
ガ
は
お

し
ゃ
べ
り
な
象
形
文
字
」
で
、
価
値
観
の
相
違
を
超
え
た
人
間
の

本
音
や
願
望
を
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
絵
解
き
し
て
表
現
で

き
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
、
マ
ン
ガ
は
世
の
中
の
権
威
、
権
力
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
か
ら
は
疎
ま
れ
て
き
た
。「
手
塚
治
虫
さ
ん
で
さ
え
、『
僕
の
絵

は
う
ま
く
な
い
。
百
年
後
に
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
言
っ
て
ま
し

た
。
で
も
ア
ト
ム
が
い
た
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
も
真
似
の
で
き
な

い
、最
先
端
の
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
日
本
で
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
」

　

マ
ン
ガ
の
魅
力
・
可
能
性
に
着
目
し
て
、
京
都
精
華
大
学
の
美

術
科
に
マ
ン
ガ
ク
ラ
ス
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
七
三
年
だ
っ
た
。

さ
ら
に
九
五
年
、
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
マ
ン
ガ
コ
ー
ス
に
、
新

聞
で
辛
口
の
政
治
風
刺
マ
ン
ガ
を
描
い
て
い
た
牧
野
さ
ん
が
や
っ

て
き
た
。
し
か
し
当
時
、「
マ
ン
ガ
コ
ー
ス
」
と
い
っ
て
も
「
カ

ー
ト
ゥ
ー
ン
」（
一
コ
マ
マ
ン
ガ
）
だ
け
だ
っ
た
。
自
由
奔
放
な

マ
ン
ガ
の
世
界
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
部
門
へ
―
―
京
都
精
華
大

学
は
二
〇
〇
〇
年
春
、
芸
術
学
部
マ
ン
ガ
学
科
を
開
設
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
マ
ン
ガ
学
科
に
は
、
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分
野
が
置
か
れ
、

著
名
な
現
役
マ
ン
ガ
家
が
多
数
教
授
陣
に
加
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

一
人
が
、『
地
球
（
テ
ラ
）
へ
…
』
な
ど
多
く
の
作
品
で
知
ら
れ

る
現
マ
ン
ガ
学
部
長
の
竹
宮
惠
子
さ
ん
だ
っ
た
。

　
「
竹
宮
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ル
メ
ス
社
の
社
史
『
エ
ル
メ
ス

の
道
』
を
真
剣
に
描
か
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
僕
は
『
エ
ル
メ

ス
社
の
社
史
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
生
た
ち
に
教

え
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
』
と
誘
っ
た
ん
で
す
」

　

牧
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
ガ
の
創
作
は
よ
ほ
ど
才
能
と
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
な
い
と
大
成
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
企
業

や
市
町
村
の
歴
史
、
先
端
医
療
や
技
術
な
ど
、
マ
ン
ガ
で
リ
ア
ル

に
描
く
こ
と
が
で
き
る
分
野
は
多
様
で
幅
広
い
。
そ
れ
だ
け
「
マ

ン
ガ
学
」
専
攻
の
学
生
た
ち
の
将
来
も
開
け
て
い
く
。

　

〇
六
年
春
、
マ
ン
ガ
学
科
は
マ
ン
ガ
学
部
へ
と
昇
格
、
同
年

十
一
月
、
京
都
市
内
に
世
界
に
開
か
れ
た
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
開
設
さ
れ
た
。
今
後
は
、
ア
ト
ム
が
世
界
最
先
端
の

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
に
、「
産
学
官
連
携
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
・
開
発
、
つ
ま
り
新
産
業
の
創
出

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
牧
野
さ
ん
は
新
た
な
夢
を
膨
ら

ま
せ
る
。

❶マンガ単行本約5万冊が配架されている全長140m
の書架「マンガの壁」
❷京都精華大学名誉教授で京都国際マンガミュージ
アム国際マンガ研究センター長の牧野圭一さん
❸元校庭前のテラスでマンガを読みふける

❺ ❷

❶

❸

❶京都精華大学マンガ学部カートゥーンコースの人物
デッサン実習授業
❷マンガ学部アニメーションコースの実習授業
❸ストーリーマンガコースの実習授業
❹京都精華大学キャンパス
❺著名なマンガ家で、現マンガ学部長の竹宮惠子さん

❶ ❷

❹

❺

❸
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も
っ
と
も
、「
観
光
学
部
構
想
」
は
単
に
大
学
だ
け
で
な
く
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
た
和
歌
山
県
活
性
化
の
起
爆
剤
に
、

と
い
う
、
い
わ
ば
県
民
の
悲
願
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
今
春
、
観

光
学
部
長
に
就
任
し
た
大
橋
昭
一
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
八
年
前
、
和

歌
山
市
が
地
域
活
性
化
の
た
め
「
公
立
和
歌
山
創
造
大
学
構
想
」

を
打
ち
出
し
た
時
、
設
立
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た

小
田
さ
ん
が
唱
え
た
「
観
光
創
造
」
案
が
そ
の
原
点
。「
地
域
創

造
に
は
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
今
の
時
代
に
工
場

誘
致
的
な
も
の
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
観
光
も
か
つ
て
の
団
体
旅
行
の

よ
う
な
も
の
は
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
。
環
境
と
観
光
を
い
か
に

つ
な
げ
、
地
域
創
造
を
図
っ
て
い
く
か
」
と
、
小
畑
さ
ん
と
大
橋

さ
ん
は
言
う
。

　

和
歌
山
大
学
の
「
観
光
学
部
」
構
想
が
世
に
出
た
直
後
の
〇
四

年
七
月
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」（
熊
野
三
山
、
高
野
山
、

吉
野
・
大
峯
の
各
霊
場
と
、
熊
野
参
詣
道
、
高
野
山
町
石
道
、
大

峯
奥
駈
道
の
各
参
詣
道
）
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
こ
れ
を
機
に
和
歌
山
県
が
有
史
以
来
育
ん
で
き
た
ユ
ニ
ー
ク

な
歴
史
風
土
へ
の
興
味
関
心
が
高
ま
り
、
同
年
の
年
間
観
光
客
数

は
初
め
て
三
千
万
人
を
超
え
、
外
国
人
観
光
客
数
は
前
年
比
八
〇

％
増
と
い
う
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、

地
元
の
行
政
や
産
業
界
、
住
民
の
間
で
「
観
光
学
部
」
構
想
へ
の

期
待
が
高
ま
り
、
大
き
な
後
押
し
と
な
っ
た
。

「
精
神
は
日
本
・
言
葉
は
英
語
」
で

　

で
は
、
具
体
的
に
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
が
目
指
す
「
観
光
に

世
界
遺
産
を
糧
に

　

二
〇
〇
八
年
四
月
、
和
歌
山
大
学
に
国
立
大
学
初
と
な
る
「
観

光
学
部
」
が
開
設
さ
れ
た
。

　

観
光
学
部
は
前
年
新
設
さ
れ
た
経
済
学
部
観
光
学
科
を
発
展
さ

せ
た
も
の
で
、
観
光
関
連
産
業
の
発
展
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す

る
「
観
光
経
営
学
科
」
と
、
観
光
行
政
な
ど
の
企
画
立
案
が
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域
再
生
学
科
」
の
二
学
科
で
構
成
さ
れ
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
・
奄
美
大
島
ま
で
、
従
来
和
歌
山
大

学
が
ベ
ー
ス
と
す
る
西
日
本
を
は
る
か
に
超
え
た
地
域
か
ら
多
く

の
志
願
者
が
集
ま
り
、
一
気
に
高
い
倍
率
を
記
録
。

　

こ
の
新
学
部
構
想
を
、
和
歌
山
大
学
学
長
の
小
田
章
さ
ん
が
公

表
し
た
の
は
〇
四
年
春
。
ち
ょ
う
ど
国
立
大
学
法
人
化
直
後
の
こ

と
だ
っ
た
。
同
年
四
月
か
ら
、
観
光
学
科
・
観
光
学
部
設
置
準
備

に
取
り
組
ん
で
き
た
、
現
副
学
長
で
観
光
学
部
教
授
で
も
あ
る
小

畑
力
人
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
法
人
化
に
よ
っ
て
、
旧
帝
大
と
地
方

国
立
大
学
の
格
差
が
一
段
と
可
視
化
す
る
な
か
で
、
和
歌
山
大
学

の
取
り
組
ん
だ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略
の
中
軸
が
、
観
光
学
部
の
開

設
で
し
た
」

和歌山市北郊の山麓にある
和歌山大学キャンパス

❶和歌山大学キャンパス
❷和歌山大学観光学部長の大橋昭一さん
❸和歌山大学観光学部
❹日本文化を肌身で学ぶ、観光学部の茶道実習授業
❺和歌山大学副学長で観光学部教授の小畑力人さん
❻日本について書かれた英語テキストを使った、観光
学部の英語授業

❶

❸ ❹

❺ ❻

❷
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よ
る
地
域
創
造
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
橋
さ
ん
は
、「
通
常
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
消
費
者
が
欲

し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
で
も
、
観
光
で
は
、
例
え
ば

熊
野
古
道
を
消
費
者
の
望
む
よ
う
に
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
私
た
ち
が
熊
野
古
道
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
て
、

一
般
の
人
々
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
に
大
学
の
観
光
学
部
の
大
き
な
使
命
が
あ
る
」
と
言
う
。

　

小
畑
さ
ん
は
、
和
歌
山
に
は
観
光
資
源
は
多
い
の
に
、
各
地
バ

ラ
バ
ラ
に
点
在
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。「
例
え
ば
有
田
市
に

は
長
良
川
よ
り
古
式
の
鵜
飼
が
あ
り
ま
す
。
隣
の
湯
浅
町
は
日
本

の
醤
油
発
祥
の
地
で
二
年
か
け
て
本
物
の
醤
油
を
造
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
南
市
は
漆
器
日
本
三
大
産
地
の
一
つ
、
紀
州
漆
器
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
観
光
学
部
の
学
生
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
し
、

う
ま
く
関
連
づ
け
て
相
互
の
魅
力
を
高
め
、
寂
し
く
な
っ
て
い
る

地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
熱
を
込
め
る
。

幼
児
教
育
、
初
等
教
育
、
臨
床
教
育
を
一
体
化

　

関
西
学
院
大
学
の
母
体
「
関
西
学
院
」
は
明
治
半
ば
の

一
八
八
九
年
、
神
戸
の
外
国
人
居
留
地
で
活
動
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
人
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
が
、
現
神
戸
市
灘

区
の
「
原
田
の
森
」
に
建
て
た
木
造
二
階
建
て
の
小
さ
な
私
塾

と
し
て
始
ま
っ
た
。
や
が
て
西
宮
市
上
ケ
原
の
現
在
地
に
移
転
。

一
九
三
二
年
に
関
西
学
院
大
学
が
設
置
さ
れ
、
今
や
九
学
部
を
擁

す
る
。
そ
し
て
創
立
百
二
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
九
年
春
、
私

立
大
学
と
し
て
は
数
少
な
い
教
育
学
部
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

　

教
育
学
部
開
設
準
備
室
長
を
務
め
る
、
関
西
学
院
大
学
副
学
長

の
芝
田
正
夫
さ
ん
は
、「
内
外
と
も
に
混
迷
を
深
め
る
現
代
、
次

代
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
関
学
を
創
っ
た
ラ
ン
バ
ス
先
生
の

建
学
の
理
念
に
立
ち
返
り
、
教
員
や
保
育
士
は
じ
め
教
育
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
、
私
立
の
総
合
大
学

と
い
う
特
色
を
生
か
し
て
養
成
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

開
設
予
定
の
教
育
学
部
は
、「
臨
床
教
育
学
科
」
と
「
幼
児
・

初
等
教
育
学
科
」
の
二
学
科
か
ら
な
る
。
う
ち
「
臨
床
教
育
学
科
」

は
、
現
在
、
文
学
部
総
合
心
理
科
学
科
に
所
属
す
る
「
臨
床
教
育

❸

　

そ
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
た
め
、
観
光
学
部
で
は
日
々
の
授

業
に
茶
道
や
華
道
を
取
り
入
れ
、「
着
物
文
化
論
」
の
発
表
会
で

は
学
生
が
自
ら
着
物
を
着
て
、
和
歌
山
市
内
の
商
店
街
で
着
物
シ

ョ
ー
を
披
露
し
、
注
目
を
集
め
た
。
幾
千
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ

れ
て
き
た
文
化
を
肌
身
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
観
光
や
日
本
文
化
に
関
わ
る
実
践
的
な
英
語
力
習
得
に
も

力
を
入
れ
る
。「
日
本
か
ら
毎
年
千
七
百
万
〜
千
八
百
万
人
が
海

外
に
観
光
に
出
か
け
る
の
に
、
外
国
人
観
光
客
数
は
最
近
か
な
り

増
え
た
と
い
っ
て
も
ま
だ
年
間
八
百
四
十
万
人
ほ
ど
。
い
か
に
外

国
人
観
光
客
を
誘
致
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
し
て
い
く
か
」
と
小

畑
さ
ん
は
言
う
。
続
け
て
大
橋
さ
ん
は
、「
わ
が
観
光
学
部
の
モ

ッ
ト
ー
は
、『
精
神
は
日
本
・
言
葉
は
英
語
』。
そ
う
い
う
人
材
を

輩
出
し
、
国
内
ば
か
り
か
世
界
各
地
の
国
際
機
関
に
行
き
、
大
い

に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
つ
け
加
え
た
。

❶❷熊野古道「中辺路」
❸現在の熊野本宮大社の入り口に建つ鳥居
❹日本のナショナルトラスト運動の先駆となった、和歌山県
　田辺市の「天神崎」

関西学院大学の西宮上ケ原キャンパス

❶

❷

❸

❹
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学
専
修
」
を
分
離
、
発
展
さ
せ
、
学
級
崩
壊
や
い
じ
め
、
不
登
校

な
ど
難
題
が
山
積
す
る
状
況
下
の
子
供
と
保
護
者
、
教
育
者
支
援

の
あ
り
方
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、「
幼
児
・
初
等
教
育
学
科
」
の
母
体
と
な
る
の
が
、
来
春
、

関
西
学
院
大
学
と
合
併
す
る
、
同
じ
く
明
治
期
、
ラ
ン
バ
ス
ゆ
か

り
の
人
々
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
聖
和
大
学
で
あ
る
。

　

関
学
・
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
約
十
分
の
聖
和
大
学
の

幼
児
教
育
学
科
は
一
九
六
四
年
、
幼
児
教
育
分
野
で
は
日
本
初
の

四
年
制
学
科
と
し
て
開
設
さ
れ
、
長
い
歴
史
と
実
績
を
持
つ
。
ま

た
同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
聖
和
幼
稚
園
、
児
童
相
談
研
究
所
、

聖
和
乳
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
も
付
設
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
（
〇
八
年
）
四
月
、
宝
塚
市
の
宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
跡
地
に
関
西
学
院
初
等
部
が
開
設
さ
れ
た
。
芝
田
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
施
設
と
の
連
携
に
よ
っ
て
「
現
場
体

験
」
に
根
ざ
し
た
確
か
な
「
子
ど
も
理
解
」
に
基
づ
き
、
幼

児
教
育
と
初
等
教
育
、
臨
床
教
育
を
一
体
化
さ
せ
た
、
実
践
力
、

応
用
力
の
高
い
、
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

時
代
が
求
め
る
人
材

　

な
か
で
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
体
験
型
学
習
で
あ
る
。「
教

育
学
部
の
学
生
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
、
教
育
実
習
だ
け
で
な

く
、
幼
児
・
初
等
教
育
者
に
必
要
な
い
ろ
ん
な
実
習
を
体
験
さ
せ

ま
す
」。
芝
田
さ
ん
は
、
教
育
学
部
の
学
生
が
、
文
学
部
や
法
学
部
、

経
済
学
部
な
ど
他
学
部
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
、
学
部
の
壁
を

超
え
、
ま
た
環
境
問
題
な
ど
教
育
者
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
、
幅

33

広
い
知
識
と
関
心
を
持
つ
人
材
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言

う
。

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
中
学
・
高
校
の
教
員
免
許
を
取
得
し
て

教
職
に
就
く
学
生
が
毎
年
百
人
ほ
ど
い
て
、
現
在
、
各
地
の
学
校

現
場
で
三
千
人
近
く
が
現
役
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら

卒
業
生
た
ち
と
い
か
に
連
携
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
、
と

芝
田
さ
ん
。

　

開
設
予
定
の
〇
九
年
四
月
ま
で
あ
と
半
年
。「
現
実
に
保
育
士

も
幼
稚
園
教
員
も
こ
れ
ま
で
女
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
現
場
で
は

男
性
の
保
育
士
、
教
員
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
子
学

生
だ
け
で
な
く
、
男
子
学
生
に
も
ど
ん
ど
ん
入
学
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
現
在
、
女
性
中
心
の
職
場
と
な

っ
て
い
る
幼
児
教
育
現
場
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
そ
う
で
あ
る
。

一
方
、
企
業
で
も
新
入
社
員
の
早
期
退
職
者
の
増
加
な
ど
へ
の
対

策
か
ら
、
臨
床
教
育
学
な
ど
問
題
解
決
型
の
知
識
・
技
能
を
持
つ

卒
業
生
が
企
業
内
で
果
た
す
役
割
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

時
代
や
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
新
た
な
「
教
育
の
時
代
」
が
や

っ
て
来
た
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
学
、
大
学
院
か
ら
高
等
部
、
中
学
部
、
そ
し
て
今
春
開
校
し

た
初
等
部
を
擁
す
る
総
合
学
園
「
関
西
学
院
」
と
、大
学
、大
学
院
、

短
大
、
幼
稚
園
を
擁
す
る
「
聖
和
大
学
」
の
合
併
。
創
立
百
二
十

年
に
向
け
、
関
西
学
院
は
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
る

よ
う
だ
。
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❶関西学院大学副学長で教育学部開設準備室長の
芝田正夫さん
❷関西学院大学の西宮上ケ原キャンパス
❸08年4月、宝塚市内に開校した関西学院初等部
❹聖和大学に隣接する聖和幼稚園
❺聖和大学に隣接する聖和乳幼児保育センター

❷聖和大学（来春、関西学院大学教育学部の聖和
キャンパスとなる予定）のシンボル・4号館チャペル

❸ ❹

❶

❺

33季刊［やく］2008 Autumn



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

関
西
の
大
学
が
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
る
な
か
、
東
京
の
私

大
の
関
西
進
出
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
大
阪
大
学
の
都
心
回
帰

の
拠
点
・
中
之
島
の
ほ
ど
近
く
、
大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院
跡

地
の
再
開
発
地
区
「
ほ
た
る
ま
ち
」
に
、
〇
八
年
五
月
、
慶
應

義
塾
大
学
の
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

関
西
地
区
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
情
報
発
信
や
交
流
の
拠
点
と
い

う
機
能
を
持
つ
。
な
お
、
創
立
者
の
福
澤
諭
吉
の
誕
生
地
記
念
碑

は
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
あ
る
。
一
方
、
早
稲
田
大
学
は
、
関
西
大

学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、
関
西
の
中
・
高
校
の
系
属

化
を
積
極
的
に
推
進
。
関
西
経
済
連
合
会
に
も
入
会
す
る
な
ど
、

関
西
で
の
存
在
感
を
強
め
つ
つ
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
関
西
の
各
大
学
も
首
都
圏
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
次
々
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
お
り
、
エ
リ
ア
を
超
え
た
大
学
間

の
競
争
・
切
磋
琢
磨
は
一
段
と
進
展
。
こ
う
し
た
学
び
の
場
の
活

性
化
が
、
次
代
を
担
う
人
材
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成　

編
集
／
田
窪
由
美
子
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❶中之島通りから「ほたるまち」を望む
❷堂島川を挟み、左（北）に慶應大阪
リバーサイドキャンパスのある「ほた
るまち」、右（南）に大阪大学中之島
センターが向きあう
❸「ほたるまち」にある福澤諭吉誕生
地の碑
❹大阪大学中之島センター

❶

❷

❸ ❹
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